
れていたが、粘土層は石室側が厚く、石室石積み外面は完全に粘土で覆われている

ことから、明らかに防水を意識したものと見られる。（13頁・第6図・カラーグラ

ビア参照）また、この粘土層は石材間にも認められたが、太田氏によると「石材を

積み上げる際に間に粘土を置くことにより滑りが無くなり安定する」とのことで、

復元時にはこうした方法が再現されることとなった。

記録作業後、解体は羨道部から開始した。そして玄門部までの解体が進行した段

階で、玄室を閉ざしていた閉塞石の除去作業を実施したが、閉塞石は上部の損傷が

著しく、これ以上の破損を防ぐために保護用の合成繊維布で縛り除去した。

解体した石材は、南側斜面下の平坦部に設けた石材集積場所に、羨道酉側壁・羨

道東側壁・西側神都・東側袖部・玄室西壁・玄室東壁・奥壁に分けて解体順に並べ、

作業後はシートで覆い仮保存した。また、閉塞石や石屋形の石材については安全な

保存を考慮し、仮設プレハブ内に仮保存することになった。

第132図

玄室部分解体作業完了の風

景　　　　　　（西から）

第133回

玄室床面（礫床）剥取り作

業状況　　　（玄門から）
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羨道部の解体酵業がある鍵度進み海　搾業用の通路が確保された段階で玄室の解体

酵業載瀾粒調震

解体作業は変形の状況等を記録するため淘　壁面上端が揃う選狛芸淘　まず窯出しだ

部分を取り外し淘　記録搾業藍併せ笠段階的に下げ等街甥だ。

玄室壁画は全体的芸板状の石樹が平もな米田商を内側芸向け並璃もれ竃いたが海

風壁中層かも播磨部分は健状の石樹が多航　素描商ほか凄桁も鋤の非常に濃い樹料

が使用され竃お　淘　奥壁の両ヨ…済…部の裏芸は側壁起奥壁の石樹を押さえる形で

プ闇ッ汐状の着樹が設置され笠新た。

また淘　着屋形の石樹は風化が進み海　商北両側の輿石は下瀬芸亀裂が鬼　既芸折れ

笠転意㌣豊新たため海　芸の酵業の進捗状況芝併せ漂着屋形の解体修理　保存魁理）

酵業を実施した。東商両側の膿石は部分的芸亀裂が認められたものの海　商北南側の

輿石から比璃る逆損傷の度食いは廉さ　淘　取　外さず硯位置鷲保存処理を行　芸藍

とした

玄室部鷲は海　床商か転鵜‰那潤親藩の範囲は変形が認めも甑ず庵　作業は芸の部分

を残し笠解体作業の完ず起したが淘　盗掘芸濃　破壊された廃壁部分は最下層の…通段

漁掛教残し若患部線食管解体した。芝の部分鷲は淘　意外にも非常にか澄な石樹が使

用され竃新た。組戯図参照）

玄室部分の解体轢業の完ず芝よ軋　再び傷みの紗だ桁羨道部の〃uふ部の解体繹業芸

移軋　芸の閣芸玄室礫床の寮ぎ取　酵業を実施した㌫

前脚の発掘調登の際芝は礫床上商までしか検出され竃おらず淘　礫の隙間芝転落し

た車型遺物（蕊掬う　が遥存し竃折る覇能性が高齢ので淘　床面を凱撒間隔に戯形に切

取　ながら礫を取　上げ淘　遺物検出との出土位置の確認を縛りた。また淘　追葬の

痕跡を示す角礫凝灰岩も併せ竃取　上げたが淘　芸れも風化が達彪習お酌　石屋形石

樹等起業芸強権処理する芸起こした。礫床の剥ぎ取　搾業は教静養戯資の担当職戯

澗排け　が実施虹軋

礫層藍その…怒敷かれた安山岩絆を食む東蔑青色粘土厚さ　～臓程度接花崗岩

㌔礫を含む明褐色土を除去すると海　極め竃m平らこ削られた乳灰褐色の教貿岩盤　観

山が表れた。芸の観山薗芸は掘　農の痕跡が残る。壁の石樹は直接芸の床面上こ置

かれ竃いる濃　であるが海玄関部の仕切石崖石屋．形渡石のみ掘　瀬が確認された。

玄関部の鯉蜘石は上£平坦商を確保するため淘　不定塾な部分を地…瀧隠すための

深臨掘　瀬を淘　石屋形は南側短側輿石が郡だ規程渡海　雨露側膿石が　㌦　臓程度の深

さの掘　方を着していた。

礫床が完全に除去凄艶淘　石室や茹屋形の邁償灘の構造を把腐心た擾艦淘　清隆剤禽

夜芸よる石屋形着樹の強化処理を行りた、

石樹は乾燥を緒㌢竃汚れ等を取　除いた後£淘　石本来の強度を取　戻さ馨るため

の活性化剤を弟プレか…響表面こ吹き付け吸収させ淘　乾燥した後こ再度芸猟を繰　返

し　最後こ破漑剤で豪商魁理した。接合はり一般的こ使用され竃いるコソタ　…　ポ
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第134図

石屋形含侵処理作業風景

（東から）

第135図

石屋形奥壁側腰石接合状況

（南東から）

第136国

石崖形奥壁側腰石保存処理

作業完了の状況

（南東から）
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第138回

羨道那下層石積と小トレン

チ設置状況　（南東から）

※開口部両端から列石が墳

丘内に延びる
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第137図　石屋形天井石とレプリカ架設状況

ンドを使用し、破損した部分や亀裂の隙間は笹川が石材用パテ剤で充填し着色した。

天井石については接合しても架設することは無理と判断されたため、強化プラス

チック製のレプリカを作成し、石屋形は再び構築当時の姿を取り戻した。

羨道部での解体作業を続けていたところ、作業中の振動により開口部付近の西壁

基礎部の土層が液状化し吹き出した。調べると、地山上に盛られていた黒色土層は

乾燥すると硬いものの、一旦湿気を含むと液状化し流れだす程であることが判明し

た。また、羨道部変形部分解体作業完了後に、軟弱地盤部分に小トレンチを設定し

調査したところ、玄室部で確認された硬い地山は、ここでは30～40cm程下にあり、

間は安山岩塊を含む軟弱な土で埋められていることが判明した。（第139図参照）

この状態では復元しても、地盤が水を含んだ段階で上部の構造物が変形する恐れ

が出た。また、羨道部が早く崩壊してしまっていた原因もここにあることも考えら



甑だ。そ芸歌　麿教静養戯資や設計業者等藍協議の賠深海　羨道部の一部を基礎部の

土起共こ安定した地盤悪習掘　‾離乳　鋼に部のヨy汐　…　製泉田の基礎を…減俸の

嵐五緻盤敵襲新た魁に復元ずるをい昏滅法に変更凄艶る芸道にな鶴　芸の工事内容

の変更近海　こ覿こ伴　金額の変磨　増額　の変更申請を糖暗　承認を侍り竃変更事

業芸着手した′つ第臓図や第摘図参照）

開描部でのコ汐汐　…　工事が遅行し竃いる閣こ淘　復元薫事芸使用する石樹を確

認したが淘　昭和閻年度の発掘調査時芸石室内から運び鵬選れ竃臨た着樹だげ鷲は明

らかこ凋巌であ　淘　蒐井着芸関してほど　…W融部』か残されて臨ない。）

不足茹樹は付近の漉麻蛙周辺部誉現在も数多　認めもれるが淘　容易芸採取出来る

場所は限もれ等障る。虹かも淘　石室の義沸石芸使用魁来るよ　な尭塾の板状着樹の

線保線叡勘蝉餌鵜

明治時代芸旧陸軍が爆薬庫を設置した際豊海　構先議石室境を教義破壊した場所が

現在陸上厩衛隊の爆薬庫起し笠利用澄漱竃いるが淘　芸の周辺芸石室石樹が散乱転業

魁接頭㌻駁∴陸上自衛隊の了解を将竃用地内で採取澄撥等鰯も漉。

また壁商用の石樹も淘　解体梓業芸確認された速射£柱状ゆ凝縮板状のものは数少

な杭　太勝北駁麓の畑や麿鬼も池の擬£積まれ竃かた石樹を地嫁者等のア解を得雪

隠取遷せ腎臓新た。磨鬼も池に肇桁竃は海　港史跡の閑適施設起し竃滴が単儀攫優備

中であ軋　改修が予定の範囲内で採取した。

そ戊了㌃海　＝㌫〆汐璽一恥製の巌ユニ地盤が完成し淘　樹料が揃肇だ段階響石室の復元酵

業を開始した。

第相国　羨道離漉工碁盤構造図
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第140図

羨道部人工基盤構築状況

①軟弱地盤を地山に沿って除去し、

②真砂土・石灰・粘土・セメントの混合土を入れて天

圧をかけた上に、クラッシャーラン（砕石）を敷く。

③ここに鉄筋コンクリート製地盤を設け、

④この上に鉄筋コンクリート製の入口を造り、

（9ステンレス製格子扉を設置した。
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第141図　不足石材採取作業風景（大麻山山麓）　左：宮が尾の畑　右：自衛隊弾薬庫周辺



石室の復元作業は盗掘による破壊の著しい玄室東壁から着手した。玄室東壁は盗

掘により、最下段2～3段を残して破壊されていた。移動した石材を除去したとこ

ろ石室基底部の構造が判明したが、最下層の石材は中層から上層で見られた石材か

ら比べると以外にも小さい。最下段の石材に至っては更に小さく、一見して不安を

覚えるが、太田氏に確かめたところ、「平坦に整形された硬緻な地山面上に構築さ

れているため心配はない。」との回答を得た。

玄室東壁下層部の作業は、位置が復元出来る石材は元の場所に戻し、失われてい

た部分の石材は新たに調達した石材で補い、まず周囲の壁面とほぼ同一の高さに達

するまで積み上げた。（第144図～第146図）石材の使用方法については、周辺の残り

の良い部分を参考にして実施した。

石材を積む際には、間に薄く板状に切断した粘土を挟んで積み上げ、上から硬質

ゴム製ハンマーで叩き、安定させてからその上に同様の作業を繰り返した。硬質ゴ
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第142図

玄室西壁：復元前の状況

（北西から）

第143図

玄室西壁：復元後の状況

（北西から）



第144図

玄室東壁：下層復元前の状況

（南から）

第145図

玄室東壁：下層検出状況

（南から）

第146図

玄室東壁：下層復元後の状況

・（南から）
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ム製ハンマーで叩く作業は、石材を傷めずに下の石に接するまで強く押さえて粘土

を潰し、石材間に万遍なく行き渡らせるもので、その手応えによって下の石材との

接触状況及び安定度を見るものでもあり、熟練を要するため太田氏が自ら行った。

粘土を挟む目的は前述したように、石室解体時には同様の技術が用いられた痕跡が

確認されているが、これには石を安定させ滑って変形することを防ぐ効果がある。

粘土は製瓦用のブロック状のものを購入し、現場で切断し使用した。

そして、壁面が50～60cm程度積み上がる度に、防水効果を高める目的で石壁裏側

を粘土で覆い（第147図）、更に掘り方内を数cmおきに石灰を混ぜた土を運び込み、

上から叩き締める作業を繰り返した。裏込め土は、解体作業時に掘り方内から運び

だした真土状の土1I戒に、石灰20kgを4～5袋混ぜたものを用いた。

叩き締め作業は中段以上は建設機械を用いたが、下段は掘り方が狭いため機械が

運び込めず、鎮を用いて人力で行われた。叩き締め作業のみならず、石材の搬出入

第147図

玄室東壁外側の防水処理作

業風景　　　　（東から）

第148図

玄室復元作業進捗状況

（酉から）

※玄門部の高さまで積み上

がった状態
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第相国　玄室復元前の複実測図法

作業や抑圧つれ年月上の搬出入にノ′〕いても、大半は人力に依るものであり、大型の石

樹の凝淘　各壁画石夢繍上部に構築』藍本粋を重患にチェ…汐プ繹ツタを使用した。

玄室は部分的芸変形して新たものの淘　各ヨーナ…部の変形は余　認められず淘　特

；、二！′奥西側二・・二二一1・・－H‥ナ一一叩・．・・・・・・欄；去ま［・．層［hノ瓢．．ま▼r′C、う遺fj，二と．＿ノ’‾こし、ナ：こ　そ・h．二二‾‾ご、、捌デ王ラ；・ニiA．カ．ミる；こ／．〕音と＿｝‾こ二f！一

室内部こ傾斜し竃積まれ竃いる緒も送　の形態は淘　義春状況の良好な芸の部分を参

恩遇㊥



臓凰

第楼閣　玄室複衰前き複実測図′雷

考芸転業各所を復元』た。第摘図参照　現場作業芸際〆鷲は海壁面の傾斜の原寸

漉木型を製糎し使用した。

作業は玄室最上部鷺鷲の復元が完‾yLだ段階響羨道部芝移娠玄室同様の作業を

縛りたが海路も送　の形態等芸で遠い竃は玄関部の状況を参考芝した、第摘　囲ノ‰第

蟻纏憾照　洗芸羨道部壁面が積み上がりた段階鷲海藻道都から瓦井石を開描都側



※瓦井石は玄室内に転落し笠いたも郡を計測の弟ケールは都煽磯

監玄室北西隅（西壁ノ　を反転復元ヨ 監玄室北西隅（北壁j　を廃転復元還

第楼閣　横穴式石室複尭作業梁料

か転架設』淘玄関部義井部が淘党に完成した玄室壁画起閣…の商運になるよ肇に調

整した擾芸玄室の義沸石を玄関部餞から架設し淘　還れ転を粘土鷲覆撃た。

義塾重機が墳丘付近碧鷲連流出来な臨ため淘荒井着の激減酵業藍架設搾業は海複

数のチ孟…汐が置ッ汐しか使用きれなか肇だが淘動力を用臨ず隠墳慶語義か転匪漉

な着樹を滑ら撥竃馴澄上げる様は淘　宙鴨の音域構造を彷沸逐撥る光景響あ撃た。

また芸の時芝羨道部　箇所藍玄室部　箇所芝照明用の配線を行新海　深ザッ予は開

田部に造られたヨ汐汐リー唇製のゑ榎田に設置し淘　同時に玄室流感の復元酵業僚実

施した。玄室内に真土を搬嵐捌酢敷紗軌際㍉∵且搬鵬』洗浄を終えた礫優濾親鳥書

床に敷き詰め淘　芸の土に追率の痕跡鷲ある茹財を当初の位置に腐』た。芸の搾瀾偲

東関匠園の協力を得業笹朋が行った。ノ　第蟻図や第摘図参照う

そし竃最後芸海荒井着を粘土習完全芝摩りた後芸土壌改良を施した霧土を感軋

建設機械響締め等酵業を完了し敷。第摘囲～第摘図参照）

芝の改良土壌は海域一腹断面鷲観察選れた黒色凝版策士層から採取選れた資料を淘

調登整備喜劇である番川渡学農学部吉田豆率教授芸分析し鸞協新た藍還る淘「土に

植物を燃』た灰を混ぜ海氷藍錬り食費だもの響ある」還藍が判明した。豊艶は出雲

市の史跡漉應寺古墳墳腹でも確認選れ竃折る土壌改段技術である。芸の分析賠巣芸

餅撥竃海　道の蔑土芸着既納鑑を　～　袋混威厳芝ニガリ餞馳鍔／／激のの腰を磯田磨′／／適

使用）を泥流』使用した。〕

還れ芸濃軋適度の湿窺が保持澄鈍る　不通氷層をなる）起薬芝強度が機転海士

壊改段を施選ない土層藍凝層にずる芸藍響部分的な乾燥に酵彗亀裂を防軒効果が稗

られるの鷲ある。しかし淘　ニガ　が多跨れば由愛し塩を吹き海遊芸少ない起硬楼効

が鈍　親分の保絡効が低下し亀裂が餐監る。史記配脅芸誓運航竃は現場鷲サyプ♭を

酵成し事前に実験し竃みた結果である。

今年度の作業は壊光義石室の復元のみであ射場段の復元は次年度芸実施予窪鷲
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第152図

羨道部の復元作業風景

（東から）

第153図

羨道部の天井石架設作業風

景　　　　　　（西から）

第154図

復元をほぼ完了した羨道部

（開口部（南東）から）
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網より上　転用材及び新補材

解体修理実施範囲

網より下　修理を実施していない範囲

壁面最上部

天　井　石

照明用配線

第155図　復元後の横穴式石室実測図

襲，線刻位置
解体作業中に記号が線刻された石材が確認された。
石材上面に教条の線が刻まれているが、玄室の主軸線
上のものが矢印状の記号になっている。石室が技術者
によって、極めて計画的に構築された可能性が高い。

【線刻記号写真】線刻矢印全長約3cm
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第156図

玄室部の天井石架設作業風

景　　　　　　（南から）

第157図

玄室部の天井石架設作業完

了状況　　　（北東から）

第158図

復元が完了した石室上部の

盛土　　　　（南東から）
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あるため、最後に石室を保護するのに最低必要限度の盛土に留め、更に覆いに使用

していたシートを保護のため直接被せて作業を終えた。

横穴式石室の解体・復元時には、本遺跡の中枢でもあることから、作業時には市

教育委員会の担当職員である笹川が終始立ち合い、遺構の解体作業中及び復元作業

の要所で、写真・ビデオによる作業記録を行った。

この事業に際しては太田匠園に工事請負内容以上のご協力を頂いた。この紙面を

借りて謝意を表したい。なお、平成元年度の事業費は下記のとおりである。

第159図

玄室床面の復元作業状況

（玄門部（南東）から）

第160図

玄室床面の復元作業完了の

状況（玄門部（南東）から）
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事　業　内　容　及　 び　執　行　額

・横穴式石室解体復元工事請負費（一式）　　 10，300，000円

・調査整備委員会費（報償費・旅費）　　　　　　 190，280円

・事　務　費　　　　　　　　　　　　　　　　 425，665円



⑥　平成2年度事業（墳丘復元工事）

1．墳丘の復元工事

平成元年度に横穴式石室の解体復元工事が完了し、平成2年はこれを覆う墳丘

（前方後円墳）の復元工事が実施された。墳丘は横穴式石室同様に本来の姿は失わ

れていたが、昭和62年度に実施された確認調査によって平面的な規模はほぼ完全に

把担されていた。

また検出された墳丘基底部の形態や、復元された横穴式石室天井部との関係など

から、下（第161図）に示した構造であったと考えられた。そこで、調査整備委員会

において、この資料に基づき、遺構が埋没し残されている墳裾部に関しては、遺構

を保護するために実際の墳丘は地中に残した状態で、遺構面上40～50cmの土を残し

て表土を削り取り整形し、既に当初の遺構の形態は失われている墳丘上部は、復元

予想図のとおり新たな盛土で補い復元することになった。

この件に関しては容易に決定されたが、最大の問題点は後円部北側斜面の崩壊部

分の処理であった。

前方都南側部分は復元不可能ということで擁壁が設置されているが、後円部北側

部分については出来るだけ正円に近い状態に復元したい。しかしながら後円部北側

斜面は丘陵の裾部までが急傾斜であり、正円に復元すれば下方に巨大な擁壁が必要

になってしまう。史跡内にこれ以上の構造物を設置することは相応しくない。しか

復元された石室上部と墳丘復元断面
墳丘推定断面
墳丘検出断面
墳丘基底部断面

第161図　墳丘復元前・後縦横断面図

しこ49．00m
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第163図

保存整備作業着手前の王墓

山古墳全景　（南東から）

140

第162図　墳丘復元前・後平面図　　【赤：墳丘復元に伴う構造物と復元後の墳丘平面】

もその周囲には園路が加わるため、正円は不可能であると判断された。

従ってこの範囲のみ古墳裾部の脹らみを押さえることで、下方の盛土の規模を縮

小することにした。しかしながら、それでも急斜面での盛土工事となるため、墳丘

上に2段・園路下方に1段、土留めを目的としたしがらみ（柵）を設けてから盛土

工事を実施した。しがらみは最終的に土中に隠れる構造である。

盛土が完了し墳丘が完全に整形された後に表面に滑り防止の漁網を張り、この上

から高麗芝を植栽し、墳丘の復元工事を完了した。

王墓山古埴周囲には、美しい曲線を見せる独立丘陵が屏風の如く並び独特な景観

を皇しているが、復元が完了した墳丘はその景観に自然に馴染み、しかも人為的な



第164図

平成元年度事業完了後の

王墓山古墳全景

（南東から）

第165図

平成2年度事業作業中の

王墓山古墳全景

（南東から）

第166回

平成2年度事業完了後の

王墓山古墳全景

（南東から）
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巨大な構造物であることが解る中々の仕上がりであり、周辺の住民や通行者からの

注目を集めた。

ただ、設計書に併せて墳裾部の埴土の掘削作業中に、後門部北端と前方部北側辺

中央部で遺構面である地山が一部露出した。本来の墳丘は完全な幾何学形態ではな

く、部分的に微妙に歪んでいたことによるものと見られるが、施工は設計書どおり

幾何学形態に復元した。このことは今後の研究課題ではあると共に、部分的な調査

による資料に基づいて遺構を完全に復元する際の反省点でもある。

I．墳丘周辺部の整備工事

長年の開墾や開発等により本来の形を失っていた墳丘を整形するための土工実施

により、墳丘下方でもこれを安定した構造にするために多量の土砂が盛られた。

従って新規に土工が行われた範囲内には、土砂の崩壊を防ぐために野芝が張られた。

また、弥生時代の集団墓が確認されている墳丘北東側斜面でも、軽微な土工と野

第167図

後円部北側急斜面の土留棚

設置状況　　（北東から）

第168図

後門部北側急斜面の盛土完

了の状況　　（北東から）
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芝張り作業が実施された。ここで発見された石棺墓群は、保存のために調査後直ち

に埋め戻されているが、この上に遺構の位置及び規模や方位が解るように盛り土に

よる明示工事を行った。また代表的な石棺墓の構造を示すために、SK－04とSK－12は

史跡裾部に散乱していた石材を使用して地表に石棺を復元した。石棺墓の復元作業

は笹川が行った。

平成2年度の事業費は下記のとおりである。

事　 業　 内　 容　 及　 び　 執　 行　 額

・墳丘復元及び周辺部整備工事請負費　　　　 12 ，000 ，530円
（土工・階段工・石屋形天井石復元工 ・

給電設備工 ・植栽工）
・工事設計委託費　　　　　　　　　　　　　　　 359 ，470円

・調査整備委員会費（報償費・旅費）　　　　　　　 71 ，620円

・事　 務　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　 568 ，950円

第169図

弥生時代の竪穴式石室復元

模型　　（SK－04：北から）

第170図

弥生時代の箱式石棺復元模

型　　　　（SK－12：北から）
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⑦　平成3年度事業

平成2年度までに史跡内の主な箇所の整備が完了し、平成3年度には最終年度の

事業として、未整備部分の土工・植栽工事と共に階段工事、梯工事等の園路整備工

事、排水及び散水設備工事、史跡解説板の設置工事等が行われ、史跡全体整備の整

備事業が完了し、併せて本整備報告書を刊行した。

以下、史跡内に設置された構造物の概要を解説する。本文中の丸番号は、第173図

に示した位置及び第179園～第184図で示した詳細図と一致する。

I．園路工事（及び散水管・排水管工事、車止め工事）

園路の構造は場所により異なる。まず墳丘周辺部分から弥生時代の集団墓北側を

通り、史跡北側入口付近に至る部分は平坦な真砂土舗装工事…①が実施されたが、

墳丘北側部では下方急斜面部への降雨時の排水を最小限度に留めるため、園路沿い

に排水用の清を設けた真砂土舗装工事…②が実施された。またこの排水は②の左右

第171図

周辺整備作業風景

～園躇簡易舗装工事～

（南西から・開口部付近）

第172図

周辺整備作業風景

一前方部擁壁階段工事～

（東から）
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植　　　栽
張　芝

－ 細 ヒラドツツジ
◎ サツキツツジ
q S ！紀l ナンテン

∈） シラカシ

㊨

（D 真 砂 土 舗 装

② 真砂土舗装（側溝付）

③ ・C　砕 石 敷 舗 装

④ コンクリー ト舗装

⑤ ●　●・ 草 止 メ

⑥ 園路部族木階段

⑦ 墳丘周囲柑

⑧ 擁壁部擬木階段

⑨ 一．－く〉一一く〕 転落防止柵

㊨ ＝＝こ○＝＝1） コンクリート擬木棚

㊤ ▼ コンクリート会所桝

⑱ 樹脂排水管

⑬ 散 水 管

⑪ ● 止 水 栓

⑮ ◎ 散 水 栓

⑬ U 型 側 溝

⑰ ■ 解 説 板

⑱ 石室入口階段

⑲ 石室入口（コンクリート製）
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第173回　史跡内施設位置図

第174図

周辺整備作業風景

～植栽工事～（東から）



2箇所に設置されたコンクリート会所桝…⑪から直径10cmの樹脂排水管…⑫を通し、

史跡北側斜面下に導かれる構造とした。

史跡北側入口付近の園路は今後の管理を考慮し、作業車両の進入のためコンク

リート舗装…④とし、入口部には開閉可能な車止め…⑤を設置した。園路の他の部

分はスクリーニングス舗装（日詰剤で処理した砕石敷き舗装）…③構造とした。

後門部周囲の園路幅は後円部北側に路幅が確保出来ないために1．2m、その他の

園路幅は全て1．5mで施工している。

園路は老人や身障者等の見学も考慮し、全体的に緩やかな傾斜にしたが、史跡南

側から直線的に石室開口部に至る園路の傾斜が急な部分…⑥と、前方部南側の擁壁

部分…⑧にはコンクリート製の擬木による階段工事を実施した。

また園路工事の実施の際には、植栽された芝やツツジを管理するための散水管…

⑬を園路下に埋設し、併せて止水栓…⑲及び散水栓…⑮を設置した。

第175図

平成3年度事業着手前の状

況　　　　　　（南から）

第176図

平成3年度事業完了の状況

（南から）
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Ⅱ．棚工事

墳丘を取り囲む裾部に防腐処理を施した木杭とマニラロープによる梯工事…⑦を

実施し、平成2年度以前に擬木櫛工事が完了していない部分には擬木梯…⑲を継ぎ

足した。また、前方部南側は園路ぎわが急傾斜の擁壁であり危険性が極めて高いの

で、安全のために手摺りを兼ねたアルミ製の転落防止梯…⑨を設置した。

Ⅲ．植栽工事

史跡内園路以外の場所は全て芝が張られたが、部分的に転落防止柵を兼ねたヒラ

ドツツジやサツキツツジ、ナンテン等を植栽し、史跡南側の民家との境界部分には

目隠しのために高木（シラカシ）を植栽した。

Ⅳ．その他の工事

前方部南側擁壁部の排水を史跡南端に導くU字型側溝工事は、殆どが出来上がっ

第177回

平成3年度事業着手前の状

況　　　　　（北東から）

第178図

平成3年度事業完了の状況

（北東から）

※写真手前の円形コソクリ

ート桝は既存のものを残

した。
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弥生時代の集団墓3倒己頃

昭和62年度に古墳周辺の発掘調査を行い、王墓山古墳が造

られる以前の箱式石棺や竪穴式石室が15基発見されました。

これらのうち13号墓と14号墓は山側に満が掘られており、

小規模な墳丘を持っていたようです。時代はいずれも弥生時

代終り頃（3世紀頃）のものと考えられます。

竪穴式 石室 4号基 、7号墓

箱 式 石 棺 2 替墓 、5号墓 、6号 基 、10号墓 、12－15号去

土　 塊　 基 1号五 、3号基 、8号蓋 、9号蓋 、11号墓

ここで発見された多くの様々な形をした墓は、古墳時代以
弥生時代の集団墓遺構配置図

前に少しずつ力を持ちはじめた首長がいたことを示しており、

有力者の墓が古墳へと発展していく過程を知る上で大変貴重

な追跡です。

現在、追構保講のため、発見された集団墓は全て埋め戻し

てありますが、その位置や大きさがわかるように盛り土をし

て表示し、4号墓と12号墓はその様子を地表に再現してあり

ます。

文　　　化　　　庁

1992．3．31．　香川県教育委員会
善通寺市教育委員会

⑰【解説板内容：王墓山古墳】

第182図　史跡内施設詳細図（4） ノ
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⑰　解説板設置状況

おう　はか　やま　こ　ふん

史跡　王墓山古墳
【昭和59年11月29日指定　昭和61年度～平成3年度：保存整備車簑実施】

王墓山古墳では昭和57年度に発掘調査が行われ、古墳時代

後期（6世紀前半）に造られた前方後円墳であることが明らか

になりました。

部 位 全　 長 後円部荘司 後円部高さ 前方 部幅 前方部高さ

規 模 4 6 m 2 8 m 推定 6 m 2 8 m 推定 5 m

けんしつ　　　　　　　　　いしやあtた

埋葬施設は横穴式石室で、玄室内には遺体を納める石屋形

が造られていましたが、石屋形は九州に多く見られるもので、

四国では初めての発見でした。

検出された横穴武石空（東からト1983年の発掘調査

王墓山古墳墳丘実測図（－復元された墳丘）

こんどケせいかんばう

発掘調査によって出土した副葬品は金銅製冠帽・首飾り・
じかん　　　　　　　　　　　ナえt　はじl

耳環などの装飾品、馬具架、須恵器・土師器等の土器類など

質量ともに素晴らしいものです。
や・まと

特に金鋼製冠帽は全国でも数少ない貴重品で、大和政権か

ら権力の象徴として贈られたものと考えられています。

横穴式石室を埋葬施設とする前方後円墳は現在県下唯一で

あり、当時の有力豪族がこの付近にいたことを示しています。

また、石屋形や豊富な副葬品から、この豪族は活発に各地

と交流していたことがわかります。

文　　　化　　　庁

1992．3．31．　香川県教育委員会
善通寺市教育委貞会

⑰【解説板内容：弥生時代の集団墓】

第183図　史跡内施設詳細図（5）
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石室ゑロ詳細図

平成2年度実施二E事

石室入日階段詳細図

平成慧隼農業施王事

軍用　図　史跡内施設詳細図市
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竃はいたが淘　隣接するぜ鬼も池の埋立竃工事芸伴　構造物が完成し竃いなかつたた

め淘　南端部分の工事のゆめ⑯は最終年度こ実施され竃いる。

汲後に淘横穴式石室泉田下方の階段付近に王墓融酋墳の解説板…⑰を淘弥生時機

の集団墓の解説板のやや⑰を遺構群南側園銘沿い芸設置』だ。銘板は磁器プレ…　で海

解説文の飽豊海写霧藍実測図を焼き付けたものを花崗岩製の基礎芸貼軋　年間芝

及んだ　史跡十勘l＿＿＿＿j古墳整備事業．を完JJした

平成　年度の事業費及び内訳は下記の藍お　鷲ある。

平成3年度決算額

総事業費　は012，787円

国庫補助金　凱鍼凱m網
県　　　費　3．000，000円
有　　　費　6．012．787円

事　業　内　容　及　び　執　行　額

墳箆周辺部整備工事請負費　　　　　　　　摘沼摘牒踊門
（遊歩道工ゆ境界繚工の墳丘周囲棟工の率止工の

給水設備工の解説案内板工や植栽工）
出土遺物整理ゆ実測作業賃金
工事設計委託費

調査整備豪農会費（報償費の旅費）

事　務　費
調査整婦報告書印刷費凱舗軋関門）

［

」空ヱ生 589，15円牛

225，320円
‘・－108，9＿10円

7，700PJ

3，153，857日

⑧　善通寺市磯幾の周辺整備率某　史跡婚霧地熱∋

整備された史跡が効果的芸活用できるよ錮豊海王墓着を墳整備事業芸伴　周辺整

備事業が昭和鵬年度から平成　年度芸かげ竃実施され竃いる。第は図参照）

主な内容は淘県道か転の連流路藍駐車場用地を確保するために史跡に隣魔ずる麿

嵐も池を埋立竃造成する王事藍海史跡に隣嫁する磯鬼も池の堤の改修工事等の粥遵

事業であ軋埋立工事は番剤県の許蘭を櫓竃善通寺市単独鷲実施した。

芸の紙面を借り竃事業概要及び事業費を紹介する。

実施斗度　　　　 喜 通 守 市 単 独 史 跡 周 辺 整 備 事 業 事　 業　 費

昭和62年度　 進 入道 建設及び水 路工 事　 寸∴ 30 ，0m 〕 400†000円

昭湘62斗度　 坤立工事実施設計委託事業 700 †000 円

；平成元年度 i擁壁工事窯旛鋸 憾 託事業
9 」00 †000 日

擁　 壁　 築　 堤　 工　 事　　 も＝朋 。m ）

平成 2 年度　 凍 深 工 事 守 二 3湖 3 壷〕 理 立造成工事 ■∴ニ 1」77 n十 28 †325 †000円
i　　　 擁 壁 二滴 日 も二 郎掴 庵 ） 水 路 二［ 事 自信 ＝ 紛甘 料

「合　 計
38 †525 用00円 ナ

史跡整備芸係る市の単独事業経費起し竃は高額であるが海商関係者の王墓山音域

の文化財的活用芸対する期樽は漉き杭必要不可盤の事業起し竃放校的容易芸認可

されている

また淘埋立工事芸濃っ竃造威された土地芝は海今後有岡古墳群関係の資料を収蔵

』公開すると共に淘整備された史跡を管理する施設の建設が予定され竃おり淘各機

関から大きな期待が寄せられている
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第蓋牽　重量題意墳保存整備車業の価値

奈良国立濃楼財研究所埋蔵漉楼財セソタ一

室任研究官　　　内　因　昭　嵐

遺跡の構成を機能を考漫竃みる軋　まずそれぞれ肇竃もれた背景をなる思想すな

わち計画があ娠洗芝豊艶を遵成す㌔竜　考盗られた工法藍当時嵐手滴能鷲ありた樹

料藍で表現され鷲折る藍桁盗る。一般の土未の建築工事藍逮臨海遺跡を修復淘整備

ずるにあたり竃は淘　芸の本来の思想を蹄鷺患肇瓢歴史的海風圭的性格魔瀾招言髭

かヂヨ窯の機能を臨場ずる嵐芝正確芸伝達できる羞錮芝設計する芝藍が必要鷲ある。

即も整備の基本藍魁鷲は　保存mHi「修復」「磯能義現」かい彗凱肇粉敷件が要求凄艶

る£起芝なる。運転豊海　ただ単芝保存する£藍だけが目的ではな結多　の嵐芝活

用され竃初め竃整備起し竃の濃を果たす芝藍になる。遺跡を魔学する嵐の立場か転

は海遺跡を理解する上鷲復原が最もあか　やず新方法鷲ある。洗桁で立体も平面表

示となるが、遺跡に関係のない軒定的な整備や位置表示だけでほおか吊こくいしノ、

遺構そのものでも残存状況芝羞　理解し難臨画も多臨。

惹義山酋壇にお搾る保存整備鷲は海発掘調慶に羞攣褐もれた学術的な成果を凰現

ずるものとぶ′鷲横穴式石室を封土響覆新海　健舵中頃の音域のある㌦環澄本来の姿を

復原転た藍芸載芸特色がある。今日協音域石室の中豊は周辺開発なぎ諸般の事情芝

よ　移築を余儀な竃され淘立地的な価値を喪髭魁等し澄㌣鷲折るものもある。歴史

を追体験』淘想像できる場藍』鷲は海その場所芝臨場し海往時の環境£浸り海生の

遺跡を魔る農産が鷲馨るのが慶も望鷺』桁のほ臨彗鷺鷲もな桁。王墓棚番壊磯石室

の整備鷲は現位置豊海　しかも築造当時の姿是正』復原』等一般に虫網し淘追体験

隠緻敵浄供した遊芸義に漉きな意義がある藍新患羞整。鷺結石室の復原鷲は「解

体」払∴浮び「瘡みなおず」作業を通覧等議磯の石横の技法や言墳應築造の工程廓

明らか藍な軋畜鴨士水技術の漑準の高さも知る豊藍が鷲きた。ま　した知鬼は堂

等復原ずる際芸も前審の技術芝忠実芸疲映され竃お酌　また解体の復原の一連の過

程F図面だげ響な　映像の記録起し竃も藍だめられ竃折る。解体作業鷲は石饗の実

測図を作成し淘残存ずる石堂笠に番号を穂膝淘対照逐撥竃か転解儀滞る。複願鷲偲

可能な限　元あ肇畿位置芸忠実豊前を据漫貰い。豊　した作業姥堂鷲鬼劾響あ軋

み機の前審の技法を読み取　なが転調登戯藍現代の熟練㌦た着工が薬閲覧豊泉念

に復原の作業を進めたの鷲ある。』か』海　芸うした育代の技法を商魂響潜る石工も

芸豊年竣激減』等障るのが現状鷲ある。復原から得られた知魔は一般に還義透れ濁

芸藍芸濃　価値をも甥芝藍芸なる。復原の作業を克明芝藍も嵐だ映像祭料は資料館

等響放映され広範に活用される響あ動労』海今後日本各地響行われる石室の復原や

整備事業の参考驚料にもなる等あ萄整。選録豊海臨場』た泉が歴史を正転宅理解し海

蜜た慣れ親しむ場とし竃活用され淘　ある桁は研究の教育等芝撥極的£役立たせる£

藍が誉きる。這　』た嵐藍史跡藍の直接の㌘遵なが　が形成される藍芸る芝本保存整

備事業起し竃の価値を威厨だザ芝藍が驚き羞軋，

葺うう



第荒車　窓　　藍　　め

全国的な国土開発の進展芸より竃海近年の埋蔵濃楼財の発掘調査件数は膨尭なも

の吏なっているが海遺構等が公開され海…艇市民が直接遺物等芸触れる時間はほん

の一一1一瞬に過ぎない

しかしながら淘文楼財行政は埋蔵波纏財調登等芸費やされる膨太な経費や時間を

一艇市民に還元ずる義務を戯肇竃お軋王墓融古墳のよ肇に霧重な遺構の適磯の発

魔芸よっ竃保存整備される稀な機会は最漉限芝活用』な　竃はならない。また淘　芸

のよ　な古墳の本格的な保存整備は県下で初め竃の特殊な事業であ軋遺跡の価値

を理解』や骨折よ錮芸整備』淘公開の活用芸適したもの芸するため豊海善通寺薄激

蘭憂慮余響は関係各機関の協力を得業淘荒瀬奪還及ぶ勢力を続け竃来た。

王墓融古墳保存整備車業の成功の原蹄は立地条件にもある。史跡の東西南北は近

距離芸県道や市道が渡航臨ずれの場所からも窺竃眺望できる環境こある。従肇竃

発掘調査から保存整備車業の一部始終は海付近の住民及び近隣からの通勤者等の開

鎚を寮めたが淘　芸の芸藍は本坊芸限らず淘健の埋蔵濃楼財発掘調査事業等芸関する

本市行政の理解を深める芸藍に漉き駕影響』た。

緩り竃淘整備事業完了藍同時芝数多　の魔学者が訪れ始め竃いるが淘史跡整備の

本来の　約鷲ある活用は豊艶から驚あ娠録地帯等の管理の薗からも海現在準備段

階芸ある史跡隣接地の整備淘資料館及び閑適施設の建設が切望され竃折る。

史跡を親機にお齢竃淘市民が歴史や伝統文纏に慣覿凝転勤場遊覧竃海或いは研究

の教蘭等芝積極的芸活用するため芸は淘史跡の整備のみならず淘　豊のよ　な閑適施

設の充実も必要不可欠であると考える

濃後腕前室の解体作業中に挽竣起構築時の様子が明もかに凄艶る中鷲磯太瀾氏

の言薬が非常芸印象的響あ撃たの習紹介さ撥竃頂。今も晋も着工の仕事はかわ

も＆なぁ」　芸の言責の濃意は未確認であるが淘石工の仕事は晋から進歩し竃ない

訳ではな私立未技術の基礎は芝の疇翻芝既芸完成され竃お娠着工が豊の技術の

継承者なの鷲ある藍受け止めた。解体作業は普選芸古代の着工藍現代の着工の対話

軒であノー‥〕た

鷲敷淘奪回の整備事業を経験転業淘単なる古墳の発掘調意だ蹄では理解が難しか

当時の豪族が裔し竃かた知識芸裏打ちきれた優れた技術力芸触れる芝藍が出来た羞

な幾がする。肇蜜蝋　古墳築造芸関する土木技術は淘当時の都市計画事業や生活

基盤鷲ある漑報謝搾芝伴　潅漑治来事業等芸も応用選れ竃新た嘗鷲あ軋副葬選れ

驚いた工芸品芸は優れた科学の知識菱技術の存在が明らかであるが淘　芝　』た技術

の保持が支配力の基盤の一発を担っ貰い恕欝である。

出土』た副葬品は保存勉理のみが完了したばか　鷲あ軋本格的な整理や比較の

分析作業は豊艶から鷲ある。本場の被葬者の解明芸期樽が膨らむ。
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